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公益社団法人関西経済連合会

   ２０１５年度『モノづくり人材の育成・再教育に資する実践的プログラム

                        「金属・材料工学」』の開設について

～わが国の産業発展に不可欠である基盤技術分野の人材減少に歯止めをかける取り組み～

関西経済連合会は、大阪ベイエリア金属系新素材コンソーシアム※および大阪科学技術センター

とともに、社会人を対象とする『モノづくり人材の育成・再教育に資する実践的プログラム「金属・

材料工学」』を、今年度も開設します。本プログラムは、今年で４回目の取り組みとなります。

当会では、わが国の産業競争力の強化に向けて、｢ものづくり｣に不可欠である基盤技術分野に  

精通した人材の育成が必要であると考え、２０１２年度より産学官が一体となり｢金属・材料工学｣

の基礎を体系的に教えるプログラムを実施しています。受講者には、金属・材料工学の習得のみな

らず、本プログラムを通じて、講師および受講者間のネットワークを構築いただきたいと考えてい

ます。

今年度のプログラムの特徴は、昨年度受講者のアンケートなどを参考に、①金属・材料加工のさ

まざまな工程に欠かせない「熱処理」の技術を、より深く実践的な内容で学習できるよう、複数の

講義で取り扱うこと、②受講者および派遣元企業の負担軽減のため、試験的に全日日程を１日取り入れ、

全体の日数を短縮したこと、③今回から新たに、関西における科学技術振興の中核機関であり、金属系新

素材の研究開発等にも強みを有する大阪科学技術センターに主催者として加わっていただいたことの３

点です。

プログラム実施後には、受講者、派遣元の企業、講師などにアンケートを行い、大学にフィード

バックすることで、実学に即した学生教育の実現をめざします。また今後、このような取り組みを

個別のもので終わらせるのではなく、関西地域全体で効果的かつ効率的に取り組むために、基盤技

術分野のみならず高度人材の確保・育成に産学官が一体となって取り組む「場」（プラットフォー

ム）の構築を引き続き検討してまいります。

＜プログラム概要＞

◇実施主体

主  催 ：公益社団法人関西経済連合会、大阪ベイエリア金属系新素材コンソーシアム、

      一般財団法人大阪科学技術センター

後  援 ：関西広域連合、近畿経済産業局

◇受講対象 ：理工系の学部もしくは大学院を卒業し、

入社後、研究・開発現場等の経験を有している方（入社３-１０年目程度）、

      金属・材料工学の基礎の習得や再勉強を志している方

◇募集期間 ：２０１５年 ８月１９日(水) － ９月３０日(水)

◇開催期間 ： 同  １０月１６日(金) － １１月２６日(木) 全７日間、１４講義

◇募集人数 ：３０名（定員に達し次第、募集締切）

◇開催場所 ：関西経済連合会、大阪科学技術センター、グランフロント大阪ナレッジキャピタル

◇参加申込 ：関西経済連合会ホームページ(http://www.kankeiren.or.jp/guide/cat125/)より

        申込書をダウンロードし、必要事項を記入の上、FAXまたはメールでお申込みください。

（※）大阪ベイエリア金属系新素材コンソーシアム

・大阪大学、大阪府立大学、兵庫県立大学、関西大学など、金属系新素材に関する知識や技術を有する大学などが連携

したコンソーシアム。金属系モノづくり企業の研究開発を支援し、関西の産業振興につなげることを目指して活動。

以  上

















『モノづくり人材の育成・再教育に資する実践的プログラム「金属・材料工学」』

２０１４年度 受講者アンケート結果

※アンケート対象者：40 名、アンケート回答者：35 名

１．プログラムの有益性について

（１）講義の有益性

   アンケート回答者の 91％（32 名）が、「大変有益」51％（18 名）、「有益」40％（14 名）と

回答。（参考：2003年度 88%）

（２）有益性のポイント（複数回答）

   「金属・材料工学の基礎を体系的に習得（再習得）」（23 名）、「金属・材料工学を学ぶきっか

け」（20 名）と回答。

⑤大変有益(18), 
51%

④有益(14), 40% ③普通(2), 6%

②あまり有益ではない

(0), 0%
①有益ではない(1), 

3%
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①「金属・材料工学」の基礎を体系的に習得…

②「金属・材料工学」を学ぶきっかけになった

③各分野の専門の教授から学べた

④他企業との人脈形成ができた

⑤大学教授との人脈形成ができた

⑥実践事例（トラブル対応など）を聞く…

⑦業務上の課題解決につながった、 …

⑧社内研修プログラムの参考になった

⑨その他

④他企業との人脈形成ができた

①「金属・材料工学」の基礎を体系的に習得
（再習得）できた

②「金属・材料工学」を学ぶきっかけになった

③各分野の専門の教授から学べた

⑤大学教授との人脈形成ができた

⑨その他

⑥実践事例（トラブル対応など）を聞く

　ことができた

⑦業務上の課題解決につながった、
　もしくは課題解決のヒントになった

⑧社内研修プログラムの参考になった



２．今後のプログラムへの要望について

［「⑤他の科目を追加してほしい」について希望する分野］（一部抜粋）

・熱処理

・熱処理や表面改質

・評価技術、分析技術

・リサイクル工学

・セラミックス等、非金属材料について

・最新の金属材料の紹介

３．２０１４年度プログラム受講者の声（一部抜粋）

・金属材料について基礎から学ぶことができ、大変有意義な勉強をさせて頂いた。

・今回のプログラムは材料系学部出身者にとってはまさに再勉強といった形で基礎から体系的に

学ぶ事ができた。業務の中で必要だと感じた上で勉強に望むのはとてもモチベーションを高く

維持する事ができ、大変有意義な時間となった。

・今まであまり学んでこなかった金属や材料工学に対する知見が増えた。

また異業種の方々とのコミュニケーションも図ることができ非常に有意義だった。

・種々の金属に対する熱処理手法を系統的に学べればもっと良かった。

以上
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①専門を詳しくしてほしい

（鋳造工学、溶接工学、塑性加工学、腐食・…

②実践事例（トラブル対応）など、

より業務に近い内容にして欲しい

③専門・基礎を詳しくしてほしい

（状態図、熱力学、材料組織学、結晶塑性 …

④受講科目を選択できるようにして欲しい

⑤他の科目を追加して欲しい

⑥一般・基礎を詳しくしてほしい

（鉄鋼・非鉄製錬、化学結合）

⑦その他

③専門・基礎を詳しくしてほしい
　（状態図、熱力学、材料組織学、結晶塑性学・材料強度学）

①専門を詳しくしてほしい
　（鋳造工学、溶接工学、塑性加工学、腐食・防食工学）

②実践事例（トラブル対応）など、
　より業務に近い内容にして欲しい

⑦その他

⑥一般・基礎を詳しくしてほしい
　（鉄鋼・非鉄製錬、化学結合）

④受講科目を選択できるようにして欲しい

⑤他の科目を追加して欲しい


